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西九州させぼ広域都市圏ビジョンの変更点（圏域概要編）  ※表中に記載のページは変更後の都市圏ビジョンのもの 

箇所 変更前 変更後 

P1 

策定の趣旨 

2 段落目 

 

 

 

7 段落目 

圏域 11市町の人口約 47万 4,000 人が、平成 52年(2040年)には約 35万

8,000人、24.5％の減少となり、老年人口の割合も平成 27年（2015年）

国勢調査時点で 30.8％だったものが、平成 52年（2040年）には 37.8％

になると 

圏域 12 市町の人口約 48 万 8,000 人が、令和 22 年(2040 年)には約 37

万人、24.2％の減少となり、老年人口の割合も平成 27年（2015年）国

勢調査時点で 30.7％だったものが、令和 22年（2040年）には 37.7％に

なると 

 
長崎県佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見

町、小値賀町、新上五島町、佐賀県伊万里市及び有田町の 11市町は 

長崎県佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見

町、小値賀町、佐々町、新上五島町、佐賀県伊万里市及び有田町の 12市

町は 

P2（2） 

（3） 
【合計５市６町】 

 

【合計５市７町】 

●佐々町を加え、表修正、地図表示の修正 

P4～15 

 

●（2）構成自治体の概要に佐々町を追加、地図修正 

P16（1） 

2 行目 
平成 52年（2040年）には、35万 8,000人程度 

 

令和 22年（2040年）には、37万人程度 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P17～18 

 

●佐々町を加え、表・グラフ、地図修正 

P19 本圏域全体では、5 年間で 4,596 人の転出超となっています。特に首都

圏、福岡県への転出者数は 11,421人で、転出者全体の約 24.5％を占め、

約 4人に 1人が転出しています。 

 本圏域内の動きでは、佐世保市、東彼杵町、波佐見町、伊万里市、有

田町が転入超となっているものの、圏域外の動きも合わせると、波佐見

町を除き、転出超となっています。 

 

本圏域全体では、5年間で 4,501 人の転出超となっています。特に首都

圏、福岡県への転出者数は 11,689 人で、転出者全体の約 24.2％を占め、

約 4人に 1人が転出しています。 

 本圏域内の動きでは、佐世保市、東彼杵町、波佐見町、佐々町、伊万

里市、有田町が転入超となっているものの、圏域外の動きも合わせると、

佐々町と波佐見町を除き、転出超となっています。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

資料４ 
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P20（5） 
川棚町、波佐見町及び西海市が 10％を超えており、その中でも 

川棚町から佐世保市への通勤通学割合が 24.1％ 

 

佐々町、川棚町、波佐見町及び西海市が 10％を超えており、その中でも 

佐々町から佐世保市への通勤通学割合が 44.7％ 

●佐々町を加え、表修正 

P21      

4 行目 

2位は新上五島町となっています。 2位は佐々町となっています。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P22 
 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P23 

2 行目 

また、長崎県・佐賀県比較では水産業、電気・ガス・水道業、宿泊サー

ビス業等に特化傾向が見られます。 

 

また、長崎県・佐賀県比較では水産業、林業、公務等に特化傾向が見ら

れます。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P24  ●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P25 本圏域内の 11 市町合計の総事業所数は 23,237 箇所、総従業者数は

206,135人で、そのうち事業所数 49.2％、従業者数 54.3％が 

 

本圏域内の 12 市町合計の総事業所数は 23,941 箇所、総従業者数は

212,274 人で、そのうち事業所数 47.8％、従業者数 52.7％が 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P26 農業産出額では西海市が圏域内シェア率 23.6％で最も多く、次に伊万里

市、佐世保市が続いています。 

農業産出額では西海市が圏域内シェア率 23.2％で最も多く、次に佐世保

市、伊万里市が続いています。 

P27～28 

 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P29 
漁獲量については佐世保市が最も多く、続いて新上五島町、平戸市のシ

ェアが高くなっています。 

 

漁獲量については佐世保市が最も多く、続いて平戸市、新上五島町のシ

ェアが高くなっています。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P30 
 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 
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P31 

2 行目 

事業所あたりの年間商品販売額は伊万里市で高くなっています。 

 

事業所あたりの年間商品販売額は佐々町や伊万里市で高くなっていま

す。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P32 
 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P33 佐世保市が圏域全体の観光客数割合 45.7％で最も多く、圏域全体では平

成 23年以降、増加傾向が続いています。 

 

佐世保市が圏域全体の観光客数割合 42.8％で最も多く、圏域全体では平

成 27年以降、微減傾向となっています。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P35 圏域全体の病院数は 54施設、一般診療所は 388施設、歯科診療所は 236

施設となっており、人口 1万人あたりの医師数は川棚町が最も多く、次

に佐世保市となっています。 

 

圏域全体の病院数は 55施設、一般診療所は 408施設、歯科診療所は 233

施設となっており、人口 1万人あたりの医師数は佐世保市が最も多く、

次に川棚町となっています。 

●佐々町を加え、表・グラフ修正 

P37～41 
 

●佐々町を加え、表修正 

P43 

3 行目 

 

2 段落目 

 

11の市町が 

 

 

目標人口 40万人以上（本文も修正） 

社人研推計値と比較し約 4万 2千人 

 

12 の市町が 

 

 

目標人口 41.3万人以上（本文も修正） 

社人研推計値と比較し約 4万 3千人 

●佐々町を加え、グラフ修正 
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西九州させぼ広域都市圏ビジョンの変更点（具体的取組み編）  ※表中に記載のページは変更後の都市圏ビジョンのもの 

箇所 修正前 修正後 

P2 

施策体系 

 

(P26～27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●連携事業（教育・文化）に下記２事業を追加 
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(P31) 

 

 

 

 

 

●長期検討事業に下記１事業を追加 

 

P3 

KPI 

（1）圏域全体の経済成長のけん引 

【役割の KPI（管理指標）】 

国内総生産額 

 現状値  １兆４，２９２億９千万円 

【施策の KPI】 

①新規創業者数 

現状値     ２４１人／年 

目標値   １，５０６人／年 

②農水産物総生産額 

現状値   ２８，２７６百万円／年（平成 27

年度） 

目標値   ２８，４６３百万円／年 

③観光入込客数 

現状値   １４，７０３千人／年 

目標値   １６，４７０千人／年 

（1）圏域全体の経済成長のけん引 

【役割の KPI（管理指標）】 

  国内総生産額 

 現状値  １兆４，６９８億２千万円 

【施策の KPI】 

  ①新規創業者数 

    現状値     ２４９人／年 

    目標値   １，５６４人／年 

  ②農水産物総生産額 

    現状値   ２８，５９２百万円／年（平成 27 年度） 

    目標値   ２８，７８１百万円／年 

  ③観光入込客数 

現状値   １４，８３４千人／年 

    目標値   １７，０６８千人／年 

P5 

KPI 

（3）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

【役割の KPI（管理指標）】 

  圏域の社会動態（転入者数-転出者数） 

    現状値  －４，５９６人／５年間 

【施策の KPI】 

   ①生活機能の強化 

    ○佐世保市以外の住民の病児保育室登録者数（人） 

現状値   １９人／年 

    目標値   ２９人／年 

○図書館の貸出利用者数（人） 

現状値   ４２８，３２０人／年 

    目標値   ４３３，０００人／年 

（3）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

【役割の KPI（管理指標）】 

  圏域の社会動態（転入者数-転出者数） 

    現状値  －４，５０１人／５年間 

【施策の KPI】 

   ①生活機能の強化 

    ○佐世保市以外の住民の病児保育室登録者数（人） 

現状値   ４４人／年 

    目標値   ６６人／年 

    ○図書館の貸出利用者数（人） 

現状値   ４７４，９１５人／年 

    目標値   ４８０，０００人／年 
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P6～38 
 

●具体的取組の関係市町構成数に「佐々町」を追加 

 


